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(57)【要約】
【課題】　義歯を使用している被験者や、中切歯や側切
歯などが欠けている被験者が安定的に装着できる構造を
有する内視鏡用マウスピースを提供すること。
【解決手段】　内視鏡用マウスピース１０を高温の湯に
漬けてモデリングコンパウンドからなる保持部２０及び
２１をあらかじめ軟化させておく。次に、被験者が義歯
を装着したままで内視鏡用マウスピース１０を口腔に入
れ、保持部２０及び２１を噛むと、右第１小臼歯２４で
ある人工歯が保持部２０の右上部２０ｂに食い込んで歯
形２２等の歯形が付く。歯形２２等によって内視鏡用マ
ウスピース１０を保持することが容易になり、義歯を装
着している被験者が従来のように強く噛まずに検査を受
けられる。また、被験者の中切歯などが欠けている場合
であっても、欠けた状態に応じた歯形が形成されるので
、内視鏡用マウスピース１０を噛んで保持することが容
易になる。
【選択図】　図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　口腔内に挿入され、上側の歯と下側の歯とによって挟持可能になされた内視鏡用マウス
ピースにおいて、
　上側の歯と下側の歯との一方又は両方が当接する部位に設けられると共に、歯科用印象
材からなる保持部を備えたことを特徴とする内視鏡用マウスピース。
【請求項２】
　上側の歯と下側の歯とが当接する部位にそれぞれ形成された凹部を備え、
　前記保持部は、前記凹部に設けられていることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡用
マウスピース。
【請求項３】
　前記凹部は、上側及び下側の中切歯、側切歯、犬歯及び第一小臼歯が当接する部位に形
成されていることを特徴とする請求項２に記載の内視鏡用マウスピース。
【請求項４】
　前記歯科用印象材は、熱可塑性であることを特徴とする請求項１から請求項３のいずれ
か一項に記載の内視鏡用マウスピース。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡用マウスピースに関し、特に義歯を使用している被験者や、中切歯や
側切歯などが欠けている被験者に好適な構造を有する内視鏡用マウスピースに関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡用マウスピースは、一般的に、被験者の口腔に挿入した状態において２つのフラ
ンジの間の部分を被験者が噛むことによって保持される。また、内視鏡を挿通するための
貫通孔が形成されており、この貫通孔に内視鏡を挿入して体腔内に送り込むときに、内視
鏡をしかるべき方向に案内する機能を持つ。このような内視鏡用マウスピースは、通常樹
脂製であるが、表面が平滑なのでやや噛みにくいものが多い。そこで、内視鏡用マウスピ
ースを噛んで保持しやすくするための様々な改良がなされている。
【０００３】
　図５は、従来技術に係る内視鏡用マウスピースを示す正面図である。図５において、３
０は内視鏡用マウスピース、３１は第２の収容部、３２は第１の収容部、３３は弾性変形
部、３４は内視鏡挿通部である。
【０００４】
　図５は、特開２００６－２８０６２８公報に記載された内視鏡用マウスピースである。
内視鏡用マウスピース３０の内視鏡挿通部３４を挟んで被検者の上顎及び下顎の歯列の一
部歯あるいは上顎及び下顎の歯茎の一部が収容可能な凹状の第１の収容部３２と第２の収
容部３１とを弾性変形部３３を介して噛付きの圧が加わる方向と逆方向に弾性力を付与す
るように連結して構成している。このように構成すると、被検者が噛んだときに噛み応え
があるので、検査時間が経過するにつれて被検者の噛む力が低下して、内視鏡用マウスピ
ース３０が口腔から離脱することを防止できる。
【０００５】
　しかし、義歯を装着している被検者の場合には、内視鏡用マウスピースを噛んだときに
、義歯床と口蓋又は歯肉との間に空気が侵入して義歯床が浮き上がることがあり、場合に
よっては義歯が転覆して口腔から離脱することがある。これは、図５に示した構造を採用
しても義歯に加わる咬合圧にはほとんど差がないので、内視鏡用マウスピースに弾性力を
付与しても解決することはできない。さらに、中切歯や側切歯が欠けている被験者の場合
には、内視鏡用マウスピースを噛むこと自体に支障があるので、内視鏡用マウスピースを
安定的に噛むことに大きな困難が伴う。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００６－２８０６２８公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、上記課題を解決するために、義歯を使用している被験者や、中切歯や側切歯
などが欠けている被験者が安定的に装着できる構造を有する内視鏡用マウスピースを提供
することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　請求項１に記載の発明は、口腔内に挿入され、上側の歯と下側の歯とによって挟持可能
になされた内視鏡用マウスピースにおいて、上側の歯と下側の歯との一方又は両方が当接
する部位に設けられると共に、歯科用印象材からなる保持部を備えたことを特徴とする内
視鏡用マウスピースである。
【０００９】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の発明において、上側の歯と下側の歯とが当
接する部位にそれぞれ形成された凹部を備え、前記保持部は、前記凹部に設けられている
ことを特徴とする内視鏡用マウスピースである。
【００１０】
　請求項３に記載の発明は、請求項２に記載の発明において、前記凹部は、上側及び下側
の中切歯、側切歯、犬歯及び第一小臼歯が当接する部位に形成されていることを特徴とす
る内視鏡用マウスピースである。
【００１１】
　請求項４に記載の発明は、請求項１から請求項３のいずれか一項に記載の発明において
、前記歯科用印象材は、熱可塑性であることを特徴とする内視鏡用マウスピースである。
【発明の効果】
【００１２】
　請求項１に記載の発明によれば、上側の歯と下側の歯との一方又は両方が当接する部位
に歯科用印象材からなる保持部を設けたので、被験者が内視鏡用マウスピースを噛んだと
きに保持部に義歯などによる歯形が形成される。また、歯科用印象材は正確な歯形を得る
ためのものであるので、義歯と保持部とが隙間なく密着し、互いに吸着し合う状態となる
。
したがって、この歯形によって内視鏡用マウスピースを保持することが容易になり、義歯
を装着している被験者が従来のように強く噛まずに検査を受けることができる。また、被
験者の中切歯や側切歯などが欠けている場合であっても、保持部に欠けた状態に応じた歯
形が形成されるので、内視鏡用マウスピースを噛んで保持することが容易になる。くわえ
て、歯科用印象材は歯科治療等の際に口腔内で使用することを前提としたものであり、被
験者にとって安全性が高い。
【００１３】
　請求項２に記載の発明によれば、凹部を備えることによって、歯科用印象材を所定の部
位に所定の形状及び大きさの保持部として形成することが容易になる。
【００１４】
　請求項３に記載の発明によれば、義歯の中切歯から第一小臼歯までの人工歯で保持部に
咬合圧を加えるので、口腔の奥側の義歯床と口蓋又は歯肉とが離隔しにくくなり、中切歯
及び側切歯で保持する従来構造よりも内視鏡用マウスピースをより安定的に保持すること
ができる。
【００１５】
　請求項４に記載の発明によれば、使用した内視鏡用マウスピースを湯などで加熱し、保
持部の歯形をへらや指で潰して平坦にすることによって当該保持部を再利用することがで
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きる。また、煮沸消毒した直後に平坦にする作業を行えば、改めて加熱する必要がないの
で、内視鏡用マウスピースの管理が容易になる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】保持部を設ける前の内視鏡用マウスピースを示す図（１）であり、（ａ）は正面
図、（ｂ）は背面図である。
【図２】保持部を設ける前の内視鏡用マウスピースを示す図（２）であり、（ｃ）は平面
図、（ｄ）は左側面図である。
【図３】本発明の実施の形態に係る内視鏡用マウスピースを示す図（１）であり、（ａ）
は平面図、（ｂ）は背面図である。
【図４】本発明の実施の形態に係る内視鏡用マウスピースの使用方法を示す断面図であり
、（ａ）は噛んだ状態、（ｂ）は歯形が残った状態、（ｃ）は歯形を潰した状態を示す。
【図５】従来技術に係る内視鏡用マウスピースを示す正面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下に本発明の実施の形態に係る内視鏡用マウスピースを図面に基づいて説明する。図
１は、保持部を設ける前の内視鏡用マウスピースを示す図（１）であり、（ａ）は正面図
、（ｂ）は背面図である。図１において、１０は内視鏡用マウスピース、１１ａは貫通孔
、１２は内側フランジ、１３は外側フランジ、１４は下半部、１５は上半部、１６は右歯
列挟持部、１７は左歯列挟持部、１８ａは左上凹部、１８ｂは右上凹部、１９ａは左下凹
部、１９ｂは右下凹部である。また、図２は、保持部を設ける前の内視鏡用マウスピース
を示す図（２）であり、（ｃ）は平面図、（ｄ）は左側面図である。図２において、１１
は円筒部、１８ｃは前上凹部であり、その他の符号は図１と同じものを示す。なお、以下
の説明においては、内視鏡検査の被験者が上下の義歯を装着していることを前提として説
明するが、本発明の実施の形態に係る内視鏡用マウスピースは自身の歯を持つ被験者に対
しても適用できるものであり、さらに不正咬合の被験者や中切歯等が欠けている被験者に
対しても好ましく適用できる。
【００１８】
　まず、歯科用印象材であるモデリングコンパウンドからなる保持部を設ける前の内視鏡
用マウスピースの構造について説明する。本発明の実施の形態における内視鏡用マウスピ
ース１０は、円筒部１１の両端部に内側フランジ１２及び外側フランジ１３を設け、さら
に円筒部１１の左右側方から内側フランジ１２側、つまり口腔の奥側に延びる右歯列挟持
部１６と左歯列挟持部１７とを設けた構造を基本としている。また、右歯列挟持部１６と
左歯列挟持部１７とは、被験者の左右の中切歯から第１小臼歯までに当接するように形成
している。なお、右歯列挟持部１６と左歯列挟持部１７とは、被験者の左右の中切歯から
第２小臼歯までに当接するように形成してもよいが、第１大臼歯又はそれよりも口腔の奥
に位置する歯に当接するように形成すると、装着に時間を要するようになる上に、内視鏡
用マウスピース１０を口腔内に保持するという機能がさらに向上することがないので、第
２小臼歯までとすることが望ましい。
【００１９】
　円筒部１１は、中心軸に直交する方向の断面が横長の略長円形に形成されており、使用
時に口腔内に位置する内側フランジ１２と、使用時に口腔外に位置する外側フランジ１３
とを両端部に設けている。また、円筒部１１の上下の外側面には、後述する右歯列挟持部
１６と左歯列挟持部１７との凹部と一体的に形成された凹部が形成されている。内側フラ
ンジ１２は、被検者の歯に当接することによって内視鏡用マウスピース１０が口腔から離
脱することを規制するものであり、円筒部１１の端部から同一幅で張り出すように形成さ
れている。外側フランジ１３は、被検者の唇や歯に当接することによって内視鏡用マウス
ピース１０の全体が口腔内に入り込むことを規制するものである。また、外側フランジ１
３は、円筒部１１の上方に延びる上半部１５と円筒部１１の下方に延びる下半部１４とを
備えており、これらの部分が被検者の唇等に当接した状態において、図示していない内視
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鏡を所定の方向に挿入できるようにしている。
【００２０】
　右歯列挟持部１６は、被検者の右側の上下の歯列によって噛む部分である。また、右歯
列挟持部１６の上面には、保持部を設けるために右上凹部１８ｂを形成しており、下面に
は同じく保持部を設けるために右下凹部１９ｂを形成している。は、被検者の右側の上下
の歯列によって噛む部分である。また、左歯列挟持部１７の上面には、保持部を設けるた
めに左上凹部１８ａを形成しており、下面には同様な目的で左下凹部１９ａを形成してい
る。また、図２（ｃ）に示すように、左上凹部１８ａと右上凹部１８ｂとは、円筒部１１
の上部に形成した前上凹部１８ｃに連続しており、これら全体で１つの凹部を構成してい
る。同様に、左下凹部１９ａと右下凹部１９ｂとも、円筒部１１の下部に形成した図示し
ていない凹部ｃに連続しており、これら全体で１つの凹部を構成している。
【００２１】
　次に、歯科用印象材であるモデリングコンパウンドからなる保持部を設けた状態につい
て説明する。図３は、本発明の実施の形態に係る内視鏡用マウスピースを示す図（１）で
あり、（ａ）は平面図、（ｂ）は背面図である。図３において、２０は保持部、２０ａは
左上部、２０ｂは右上部、２０ｃは前上部、２１は保持部、２１ａは左下部、２１ｂは右
下部であり、その他の符号は図２と同じものを示す。
【００２２】
　図３（ａ）に示すように、保持部２０及び２１は、義歯を装着した被験者の上側の左右
の中切歯から第１小臼歯までの人工歯が食い込んで義歯に密着することによって、内視鏡
用マウスピース１０の保持を容易にするためのものである。すなわち、保持部２０は、左
上凹部１８ａ上に左第１小臼歯等の人工歯の歯形を付ける左上部２０ａ、右上凹部１８ｂ
上に右第１小臼歯等の人工歯の歯形を付ける右上部２０ｂ、前上凹部１８ｃ上に左右中切
歯等の人工歯の歯形を付ける前上部２０ｃをそれぞれ設けている。また、同様に、保持部
２１は、左下凹部１９ａ、右下凹部１９ｂ等の凹部の上に左下部２１ａ、右下部２１ｂ等
を設けている。
【００２３】
　保持部２０及び２１は、歯科用印象材からなるものであり、被験者がこれらを噛むこと
によって歯形を付け、かつ、内視鏡検査を行う際には被験者が噛んで内視鏡用マウスピー
ス１０を保持する役割を持つ。保持部２０及び２１に用いる歯科用印象材としては、様々
な種類のものを用いること可能であるが、モデリングコンパウンドを用いることが望まし
い。モデリングコンパウンドは、カウリ樹脂、硬質ワックス、滑石、チョークなどの材料
を含むものであり、高温の湯で加熱することによって軟化し、ヒトの体温前後の温度まで
降下すると硬化する熱可塑性を持っている。また、軟化しているときに歯や義歯で噛むと
、歯や義歯の人工歯の表面に密着して正確な印象を採取できるという特徴を持っている。
したがって、保持部２０及び２１を義歯で噛んだ後に直ちに水で冷やし、再度保持部２０
及び２１を噛むと、保持部２０及び２１が義歯に吸い付くように密着し、内視鏡用マウス
ピース１０を安定的に保持することができる。
【００２４】
　したがって、円筒部１１に対して強い咬合圧を加えることなく、内視鏡検査を受けるこ
とが可能となる。また、モデリングコンパウンドは、数十回程度の再加熱であれば正確な
印象を繰り返し採取できるので、被験者ごとに保持部２０及び２１を交換する必要がない
。また、左上凹部１８ａ等の凹部から剥離することも比較的容易であるので、所定回数使
用した後にモデリングコンパウンド等の歯科用印象材を凹部に貼り付けることによって、
保持部２０及び２１を容易に設けることができる。また、保持部２０及び２１の使用した
後には高温の湯で加熱し、指やへら状態のもので歯形を潰して平坦にしておくことが望ま
しい。これは、あらかじめ保持部２０及び２１の表面を平坦にしておけば、次に使用する
被験者が他人の歯形が付いた内視鏡用マウスピース１０を噛むことがなくなるので、噛む
ときに心理的抵抗を感じなくなるという理由による。なお、保持部２０及び２１は、いず
れか一方のみを設けても効果があるので、内視鏡用マウスピース１０の管理を容易にする
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ために、いずれか一方のみを設けてもよい。また、凹部を形成せずに平坦面に保持部２０
及び２１を直接設けることも可能であるが、保持部２０及び２１の厚さや大きさを所定の
ものとするためには凹部を設けることが必要となる。
【００２５】
　本発明の実施の形態に係る内視鏡用マウスピースの使用方法について改めて説明する。
図４は、本発明の実施の形態に係る内視鏡用マウスピースの使用方法を示す断面図であり
、（ａ）は噛んだ状態、（ｂ）は歯形が残った状態、（ｃ）は歯形を潰した状態を示す。
図４において、２２は歯形、２３は復元領域、２４は右第１小臼歯、２５は歯肉であり、
その他の符号は図３と同じものを示す。
【００２６】
　まず、内視鏡用マウスピース１０を高温の湯に漬けることによって、保持部２０及び２
１をあらかじめ軟化させておく。次に、被験者が義歯を装着したままで内視鏡用マウスピ
ース１０を口腔に入れ、図４（ａ）に示すように、保持部２０及び２１を噛む。そうする
と、図４（ｂ）に示すように、例えば右第１小臼歯２４である人工歯が保持部２０の右上
部２０ｂに食い込んで歯形２２などの歯形が付く。なお、内視鏡用マウスピース１０を保
持するのであれば、保持部２０及び２１となる歯科用印象材は歯肉２５に接するほど厚く
設ける必要はない。保持部２０及び２１に歯形が付いたら、内視鏡用マウスピース１０を
水に漬けることによって冷やす、又は、室温で徐々に冷やす。保持部２０及び２１が硬化
する温度まで冷えたら、内視鏡用マウスピース１０を被験者の口腔に装着して内視鏡検査
を行う。検査が終了したら、内視鏡用マウスピース１０を高温の湯に漬けて軟化させ、図
４（ｃ）に示すように、指などで保持部２０及び２１の歯形を潰して復元領域２３に示す
ように平坦にする。
【００２７】
　以上のように、中切歯から第一小臼歯までの義歯が当接する部位に歯科用印象材からな
る保持部２０及び２１を設けたので、被験者が内視鏡用マウスピース１０を噛んだときに
保持部に義歯などによる歯形が形成される。また、歯科用印象材は正確な歯形を得るため
のものであるので、義歯と保持部とが隙間なく密着し、互いに吸着し合う状態となる。
したがって、この歯形によって内視鏡用マウスピース１０を保持することが容易になり、
義歯を装着している被験者が従来のように強く噛まずに検査を受けることができる。また
、被験者の中切歯や側切歯などが欠けている場合であっても、保持部２０及び２１に欠け
た状態に応じた歯形が形成されるので、内視鏡用マウスピース１０を噛んで保持すること
が容易になる。くわえて、歯科用印象材は歯科治療等の際に口腔内で使用することを前提
としたものであり、被験者にとって安全性が高い。また、右上凹部１８ｂ等の凹部を設け
たので、歯科用印象材を所定の部位に所定の形状及び大きさの保持部２０及び２１として
形成することが容易になる。さらに、義歯の中切歯から第一小臼歯までの人工歯で保持部
２０及び２１に咬合圧を加えるので、口腔の奥側の義歯床と口蓋又は歯肉とが離隔しにく
くなり、中切歯及び側切歯で保持する従来構造よりも内視鏡用マウスピースをより安定的
に保持することができる。くわえて、使用した内視鏡用マウスピースを湯などで加熱し、
保持部２０及び２１の歯形をへらや指で潰して平坦にすることによって保持部２０及び２
１を再利用することができる。また、煮沸消毒した直後に平坦にする作業を行えば、改め
て加熱する必要がないので、内視鏡用マウスピース１０の管理が容易になる。
【符号の説明】
【００２８】
１０　　内視鏡用マウスピース
１１　　円筒部
１１ａ　貫通孔
１２　　内側フランジ
１３　　外側フランジ
１４　　下半部
１５　　上半部
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１６　　右歯列挟持部
１７　　左歯列挟持部
１８ａ　左上凹部
１８ｂ　右上凹部
１８ｃ　前上凹部
１９ａ　左下凹部
１９ｂ　右下凹部
２０　　保持部
２０ａ　左上部
２０ｂ　右上部
２０ｃ　前上部
２１　　保持部
２１ａ　左下部
２１ｂ　右下部
２２　　歯形
２３　　復元領域
２４　　右第１小臼歯
２５　　歯肉
３０　　内視鏡用マウスピース
３１　　第２の収容部
３２　　第１の収容部
３３　　弾性変形部
３４　　内視鏡挿通部

【図１】 【図２】
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